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染、

漏
盡、

皆
悉
く
遮
せ

ら
れ
」

（

大
正
二

九
巻

九
四

頁
中
段
六

行
か

ら

八

行
）

と

し

て

い

る
。

す

な
わ

ち

離
染
と

得
果
の

起
こ

る
こ

と

を

妨
げ
る

無
間
業
を

強
調
し
た

い

た
め

で

あ
ろ

う
。

「

造

逆
の

定
ま

れ

る

加
行
に

は

離
染
と

得
果
と

無
し
」

（
大
正
二

九
巻
九
四

頁
二

五

行
）

『

中
論
』

の

空
性
理
論
に

お

け

る

　

　

矢
島
羊
吉
博
士

の

理

解
に

つ

い

て

木

村

俊

彦

　
矢
島

羊

吉
博
士
は

『

倫
理

学
の

根
本
問
題
』 、

『

カ

ン

ト

の

自

由
の

概

念
』

、

『

ニ

ヒ

リ
ズ
ム

の

論
裡

ー
ニ

ー

チ
ェ

の

哲
学
』

ば
か

り
で

は

な

く、

和
辻

哲
郎
『

原
始

仏
教
の

実
践

哲
学
」

（
昭

和
二

年）

に

対
す

る

批

判
か

ら

『

無
常
法
』

（

以
文
社、

昭
和
五

十
年）

を
、

更
に

『

空
の

哲

学
』

（
日
本
放
送
協
会、

昭

和
五

十
八

年）

を

刊
行
さ

れ
た

。

晩
年
は

筆
者
へ

の

書
簡
で
、

禅
の

観
点
か

ら

見
て

西
田
哲

学
は

無
を
有
と

し
て

捉
え

絶
対

者
を

相
対
化
し
て

い

な
い

か
、

論
理
に

捉
わ

れ
て

い

る
所
は
な
い

か
、

貴

兄
の

御
判
断
を
知
り
た
い

も
の

と

さ

れ
た

事
が

発
表
の

機

縁
で

あ
る

。

　
倫
理
学
特
殊

講
義
で

「

二

ー

チ
ェ

と
仏

教
」

を
講
義
さ
れ、

上

記
の

書

に

取
り
入
れ
ら
れ
て

い

る
。

和
辻
の

仏
教
学
は

、

無
常
の

法
の

「

法
」

自

体
は

変
わ

ら

な
い

も
の

と

い

っ

た

哲
学
的

解
釈
で、

「

縁
起
」

の

構
造
も

輪
廻
の

こ

と

を
言
っ

て

い

な
い

と

し

て

宇

井
伯
壽
と

共
に

木
村
泰

賢
の

理

解
を
批

判
し
た

も

の

で

あ
っ

た

が
、

矢
島

博
士
は

昭
和
十
六

年
の

雑
誌

『

思
想
』

に

「

無
常
法

−
原

始
仏
教
思

想
研
究
」

を
五

回
に

渉
っ

て

連

載
し

、

非
我

・

異

我
・

相
在
の

「

相

在
」

の

解

釈
も

舟
橋
一

哉
の

批
判
を

取
り
入
れ

な

が

ら

も

結
論
は

変
え
な

い

と

さ
れ
た

。

　

博
士

は

さ
ら

に、

空

の

思

想
の

特
異
性
を

明

確
に

し

て、

今
後
の

哲

学
・

倫
理
学
に

生
か

さ

な
く
て

は

な

ら
な
い

と

い

う

問
題
意

識
を
持
た

れ

た
。

仏
教
は

釈
迦
の

解
脱
の

表
現
で

あ
る
か

ら、

ど
の

言
葉
・

思
想
も
一

つ

の

事
柄
を

表
わ
し

て

い

る

と
さ

れ
、

そ

の

言
葉
が
一

つ

あ

れ
ば

足
り

る

と

し

た

初
め

の

研
究
の

キ
ー

ワ

ー

ド

が

「

無
常
」

で

あ
る

。

分
析
好
き

の

和
辻
と
の

違
い

が

こ

こ

に

あ
る

。

和
辻
が

「

無
常
法
」

の

「

法
」

自
体
は

永
遠
の

真
理
で

変
易
法
で

は
な
い

と

し

た

時、

先
生
は

決
然
と

し

て、

法

は

実
践
の

法
で

あ
る

と

し

て

生

滅
の

根
幹
に

関
わ

る

も
の

と

し

て

反
対
さ

れ
た

の

で

あ
る

。

そ

し
て

そ
れ
は
大

乗
仏
教
の

〈

空
〉

の

そ

れ

へ

と

必
然

的
に

展
開
す
る

。

『
空
の

哲
学
』

で

は、

無

常
法
と

し
て

の

存

在
が

『

中

論
』

で

は

〈

空
〉

（

9
昌
団

畧
巴

と

い

う
否

定
を

通
し

て

却
っ

て

す
べ

て

が

活
か

さ
れ
る

大
い

な

る

肯
定
に

向
か

う
と

い

う

所
に

先
生
の

結
論
が

あ

る
。

こ

れ
を
ニ

ー

チ
ェ

の

実
存
主
義
的
デ
ィ

オ
ニ

ュ

ソ

ス

的
肯
定
に

類
ら

え

ら

れ、

ま
た
そ

れ

は

へ

ー
ゲ
ル

の

矛

盾
的
対
立
と

綜

合
の

世
界
観
や
西

田

哲
学
の

「

絶
対

無
」

へ

の

批
判
と

な

っ

て

現
わ
れ

て

い

る

や

に

思
わ
れ

る

（

著
書
に

は

西

田
哲
学
の

件
は

無
い
）
。

絶
対
無
が

神
や

仏
に

な
っ

て

は

（

「

場

所
的
論
理

と

宗
教
的

世
界
観
」

）
、

そ
れ

は

有
で

あ
り

相
対
無
に

陥
い

る
。

晩
年
の

私
へ

の

書
簡
「

禅
の

観
点
か

ら

見
て

西
旧
哲
学
は

無
を

有
と

し

て

捉
え
、

絶
対
者
を

相
対
化
し

て

い

な

い

か
、

貴
兄
の

御
判
断
を

知
り
た

い

も
の

と

思
い

ま
す
」

に

表
明
さ

れ

て

い

る

（
額
に

表

装
）

。

　
空
の

見
方
に

立
つ

と

す
べ

て

が

肯
定
さ

れ

る

と

言
う
論
理

は、

『

中
論
』

の

第
二

十
四
章
に

顕

著
に

現
わ
れ

て

い

る
。

そ

こ

で

は

空
観
を

単
な
る

無

と
し
て

見
る

虚
無
的
な
立

場
へ

の

注

意
が

明

快
に

説
か

れ
て

い

る

（
困

緊

（1469｝377
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一

゜。）
。

空

観
に

は

真
の
h

恵

味
と

目
的
が

あ
る
。

そ

れ
は

縁
起
の

立

場
に

立

っ

て

戯
論
を

寂
滅
す

る

こ

と
で

あ
る

。

す
る
と

縁
起
の

故
に

空
と

な
り、

空
な

る

も

の

が

縁
起
に

な

る
。

縁
起
は

存
在
の

理
法
で

あ

り
、

先
生
の

謂

わ

ゆ
る

「

自

性
そ

の

も

の

が
そ
の

成
立
の

た
め

に

縁
起
関
係
を
必
要
と

す

る

の

で

あ
る
。

」

こ

の

場

合
先
生
の

謂
ゆ

る

自
性
と

は

空
を

超
え
た

有
で

あ
り、

書
簡
の

「

禅
の

観
点
」

を
「

仏
教
の

観
点
」

に

置
き

換
え

れ
ば
、

先

生
の

立

場
は
一

貫
し
て

い

る
。

「

空
」

に

否
定
の

意

味
を

見
る

と

同
時

に

肯
定
の

意
味
を
見
る

考
え

方
が
ナ
ー

ガ
ー

ル

ジ
ュ

ナ

に

「

中
道
」

と

呼

ば

れ

て

い

る

考
え
方
で

あ
り

、

自
性
と

縁
起
の

関
係
を

考
え
る

上
で

重
要

で

あ
る
と

先
生
は

考
え
て

お

ら

れ
る
。

　

縁
起
U
無
自
性
と

い

う

存
在
構
造
が

却
っ

て

自
性
的
有
に

な
り、

私
が

「

真
空
11
妙

有
の

論
理
構

造
」

（
『

仏
教
に

お

け
る

聖
と

俗
』

所
収）

で

述

べ

た

よ

う
に
、

排
中
律
排
除
の

論
理

マ
⊃

〜
×

昌
嘱
」

（
空

即

是
色
）

の

木
村
の

公
式
が

こ

こ

に

も

成
立
す
る

の

で

あ
る

。

受
戒
健
度
に

於
け

る

仏
伝

龍

　
凵

　
明

　
生

　
は

じ

め

に

　

諸
部
派
の

律

戴
の

中
、

『

パ

ー
リ

律
』

、

『

四

分

律
』

、

『

五

分
律
』

の

受

戒
健
度
に

は

所

謂
仏
伝
が

説
か

れ

て

い

る
。

こ

の

部
分
を
仏
陀
の

伝
記
と

単
純
に

見
な

す
こ

と
に

つ

い

て

は

問
題
で

あ
る。

こ

の

こ

と

に

つ

き
、

既

に

種
々

論
ぜ
ら

れ
て

い

る
。

ま
た

所

謂
仏
伝
が

語
ら
れ
る

目
的
に

つ

い

て

も
検

討
が

加
え

ら

れ
、

受
旦｛
足
戒
の

儀
式
が

幾
つ

か

の

段
階
を

経
て、

最

終
的
な
形

式
で

あ
る

三

師
七

証
に

よ

る

十
衆
白
四

羯
磨
が

制
定
さ

れ
る

に

至
る

ま
で

の

経
過
を

述
べ

る

こ

と

を
目
的
と

す
る

も
の

で

あ
る

と

さ
れ

て

い

る
。

こ

こ

で

は

『

四

分

律
」

巻

第
三

レ
一

「

受

戒
撻
度
」

を

取
り

ヒ

げ、

釈
尊
自
身
の

受
戒
と

い

う

こ

と

に

つ

い

て

検
討
し

て

み

た

い
。

　
一
、

受

戒
の

意

義
に

つ

い

て
。

受
け

る

戒
の

種
類
に

よ
り、

そ

の

意
義

も
一

様
で

は
な
い

が
、

後
に

受
具
と

見
な

さ

れ

る

受

戒
は、

比
丘
と
な
る

こ

と

で

あ
り、

そ

の

こ

と

は

ま
た

僧
伽
の
一

員
と

な

る

こ

と

を

意

味
す

る
。

　
二
、

『

四

分
律
』

「

受
戒
撻
度
」

に

於
い

て

使
用
さ

れ

て

い

る

釈
尊
の

呼

称
に

注
目
す
る
に
、

釈
尊
の

誕
生
か

ら

初
転
法
輪
に

至
る

ま

で

の

叙
述
に

お

い

て
、

釈
尊
を

指
示

す
る

に

際
し

て

「

比
丘
」

と

い

う
表
現
で

以
て

記

述
し

て

い

る

箇

所
は
一

例
も

見
出
せ

な

い
。

 
先
祖
の

王

か

ら

次

第
し

て、

「

悦
頭

檀
有
子

。

名
菩
薩

。

菩

薩
有
子

。

名
羅
喉
羅

。

北
方

國
界

雪

山
側

釋
種
子
」

（
→°
悼

卜⊃一
圃

遷
げ
〉

と

あ
り、

浄

飯
王
の

子
と

し
て

の

釈
尊

の

名
は

「

菩
薩
」

で

あ
る

。

 
そ
し
て

仏
伝
中
の

地
の

文
の

成
道
に

至
る

ま
で

の

記
述
は

、

］

貰
し
て

「

菩

薩
」

を

使
用
し
て

い

る
。

 
摩
竭
王

が

釈
尊
に

言

及
す
る

際
に

代
名
詞
「

彼
」

を
用
い

て

い

る
。

 
釈
尊
が

訪
ね

た

二

人
の

聖

仙
（
阿
藍
迦
藍
お

よ

び
欝

頭
藍

子）

は

「

瞿
曇
」

と

呼
び

掛

け
て

い

る
。

 
修
行
仲
間
の

五

人
は
各
々

釈
尊
を

「

瞿
曇
沙
門
」

で

以
て

示
し
て

い

る
。

「

時
五

人

各
各
厭
捨

而
去

。

自
相
謂
言

。

此

瞿
曇

沙
門

狂

惑
失
道

。

豈
有
真

實
道
耶
」

（

→．
卜。

卜。層
¶

°。

冨）

と、

修
行
が

成
就
せ

ず

苦

行
を
捨
て

去
っ

た

時
の

釈
尊
を
批
判
す
る

と

き
に

使
用
さ

れ
て

い

る
。

 

成
道
後
の

地
の

文
に

於
い

て

は
、

こ

れ
ま

で
一

貫
し

て

使
用
さ

れ

て

き

た

「

菩
薩
」

の

語
に

代
わ
っ

て
、

コ

世
尊
」

「

佛
」

「

如
来
」

の

語
が

使
用
さ

378（1470）
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